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【
講
演
記
録
】

日
本
に
お
け
る
儒
教

─
そ
の
発
展
過
程
と
特
徴
─

牧
角　

悦
子

　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
八
日
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
社
会
科
学
人
文
大
学
・
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
東
亜
儒
学
：
伝
統
と
現

代
的
考
察
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
東
亜
儒
学
国
際
研
討
会
議
で
の
報
告
（
中
文
）
を
、
日
本
語
に
直
し
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
会
議
で
は
欧
米
・
中
国
・
韓
国
・

日
本
の
研
究
者
が
、
各
国
に
お
け
る
儒
教
の
受
容
や
展
開
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
従
っ
て
本
稿
は
、
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
受
容
と
展
開
の
特
徴
を
概

論
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
は
古
く
か
ら
中
華
帝
国
を
宗
主
と
仰
ぎ
、
そ
の
漢
字
文
化
・
儒
教
文
化
を
先
進
的
文
明
と
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き

た
。
中
で
も
日
本
は
文
明
の
初
期
よ
り
江
戸
の
末
期
に
至
る
ま
で
、
大
き
な
憧
憬
と
純
粋
な
尊
敬
を
以
て
そ
の
時
々
の
中
華
文
化
を
旺
盛
に
吸
収

し
、
柔
軟
に
日
本
の
文
化
に
適
応
さ
せ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
中
華
文
明
の
受
容
の
中
で
、
特
に
儒
教
と
い
う
も
の

が
如
何
様
に
受
け
止
め
ら
れ
て
来
た
の
か
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
概
観
す
る
と
同
時
に
、
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
独
自
の
展
開
の
例
を
幾
つ
か
具
体

的
に
示
し
た
い
。
そ
の
一
つ
は
江
戸
初
期
の
三
名
君
の
一
人
と
仰
が
れ
る
岡
山
藩
の
池
田
光
政
の
建
て
た
閑
谷
学
校
に
見
ら
れ
る
儒
教
理
念
の
実

践
、
も
う
一
つ
は
江
戸
の
論
語
解
釈
の
優
れ
た
成
果
と
し
て
知
ら
れ
る
亀
井
南
冥
の
『
論
語
語
由
』
に
み
ら
れ
る
独
特
の
学
術
性
で
あ
る
。
そ
こ
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に
は
儒
教
の
持
つ
多
面
性
の
日
本
的
展
開
が
あ
る
と
同
時
に
、
儒
教
的
理
念
の
高
度
に
純
化
さ
れ
た
形
が
垣
間
見
ら
れ
る
か
ら
だ
。

明
治
維
新
か
ら
百
年
が
過
ぎ
、
近
代
文
明
も
ま
た
相
対
化
さ
れ
よ
う
と
す
る
昨
今
の
日
本
に
お
い
て
、
し
か
し
反
対
に
前
近
代
的
、
言
い
換
え

る
と
朱
子
学
的
価
値
観
が
、
日
本
人
の
精
神
性
の
中
に
濃
厚
に
残
存
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
最
後
に
触
れ
た
い
。

一
、
日
本
に
お
け
る
中
国
文
化
及
び
儒
教
の
受
容（
１
）

平
安
以
前
（
─
七
九
四
年
）

日
本
と
中
国
の
初
期
の
接
触
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
一
七
八
四
年
に
九
州
の
志
賀
島
で
発
見
さ
れ
た
金
印
に
「
漢
委
奴
国
王
」
の
刻
字
が
あ

り
、
そ
れ
が
後
漢
光
武
帝
期
（『
後
漢
書
』
光
武
帝
中
元
二
年
（
五
十
七
）
年
に
倭
使
に
印
綬
を
た
ま
わ
っ
た
と
の
記
事
あ
り
）
の
物
と
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
金
印
に
つ
い
て
は
真
偽
両
説
が
い
ま
だ
に
紛
々
と
し
て
い
る
が
、
本
物
で
あ
れ
ば
後
漢
の
時
代
に
既
に
日
中
両
国
が
国
レ
ベ
ル

で
交
流
を
も
っ
て
い
た
証
に
な
る
。

次
に
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、『
魏
書
』
倭
人
伝
（
東
夷
伝
倭
人
項
）
に
み
え
る
「
卑
弥
呼
」
で
あ
る
。『
魏
書
』
の
東
夷
伝
に
は
、
大
和

（
倭
）
の
国
に
「
卑
弥
呼
」
と
い
う
女
王
が
い
て
巫
に
よ
る
政
治
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

こ
の
当
時
、
日
本
は
中
国
の
事
を
「
漢
」
と
呼
ん
で
お
り
、
以
後
日
本
に
お
い
て
は
中
華
文
化
一
般
に
対
し
て
「
漢
」
の
呼
称
を
附
す
る
。

「
漢
字
」・「
漢
文
」・「
漢
学
」・「
漢
人
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

書
籍
の
将
来
に
つ
い
て
い
え
ば
、
応
神
天
皇
十
六
年
（
二
八
五
）
に
王
仁
が
「
論
語
十
巻
」「
千
字
文
一
巻
」
を
献
上
し
た
、
と
『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』
に
言
う
。
こ
の
当
時
は
朝
鮮
半
島
の
百
済
を
通
し
た
中
国
文
化
の
輸
入
の
時
期
で
あ
り
、
三
韓
か
ら
書
籍
や
中
華
文
化
の
み
な
ら

ず
五
経
博
士
が
来
朝
し
た
。
当
時
の
日
本
に
お
け
る
中
華
文
化
の
受
容
は
主
に
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
人
や
帰
化
人
の
手
に
帰
し
て
い
た
。

継
体
天
皇
十
六
年
（
五
二
二
）
に
は
仏
教
が
伝
来
す
る
。
以
後
、
日
本
の
政
治
文
化
は
仏
教
の
影
響
を
強
く
受
け
て
展
開
す
る
。
欽
明
天
皇
（
在
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位
五
三
九
─
五
七
一
）
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
百
済
か
ら
釈
迦
仏
金
銅
像
や
律
師
・
禅
師
・
比
丘
尼
・
仏
師
が
渡
来
、
彼
ら
を
通
じ
て
中
国
の
知
識
が

増
す
。
こ
の
頃
ま
で
は
、
日
本
が
中
華
文
化
を
渡
来
人
経
由
で
受
容
し
て
い
た
時
期
と
い
え
る
。

推
古
朝
（
五
九
三
─
六
二
八
）
に
な
る
と
、
上
記
の
間
接
的
な
中
華
と
の
交
渉
は
直
接
交
渉
に
変
化
す
る
。
遣
隋
使
・
遣
唐
使
の
派
遣
で
あ
る
。

推
古
天
皇
十
五
年
（
六
〇
七
）
に
小
野
妹
子
を
第
一
次
遣
隋
使
と
し
て
派
遣
し
て
以
後
、
奈
良
朝
に
入
っ
て
も
遣
唐
使
と
し
て
継
続
、
多
く
の
貴

族
（
大
伴
氏
・
藤
原
氏
）・
学
問
僧
・
留
学
生
が
相
互
に
行
き
来
し
た
。
唐
僧
鑑
真
の
来
日
も
こ
の
頃
（
七
五
四
年
）
の
出
来
事
で
あ
る
。

書
籍
の
影
響
で
言
え
ば
、
聖
徳
太
子
「
憲
法
十
七
条
」
に
は
『
詩
経
』『
書
経
』『
孝
経
』『
論
語
』『
左
伝
』『
礼
記
』
の
他
『
管
子
』『
孟
子
』

『
墨
子
』『
荘
子
』『
韓
非
子
』、
更
に
は
『
文
選
』
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
ま
た
『
日
本
書
記
』
は
荀
悦
『
漢
紀
』
を
襲
う
。
日
本
に
お
け
る

「
文
」
の
初
め
は
中
華
文
化
の
全
面
的
な
受
容
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
（
七
九
四
─
一
一
八
五
）

菅
原
道
真
・
僧
空
海
を
出
し
た
平
安
期
は
、
唐
と
の
直
接
交
流
の
中
で
日
本
の
漢
学
の
水
準
が
急
速
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の

漢
学
の
担
い
手
は
仏
僧
と
貴
族
（
大
江
氏
・
橘
氏
・
源
氏
・
菅
原
氏
・
清
原
氏
）
が
中
心
で
あ
っ
た
。
大
学
寮
で
の
教
育
に
は
大
経
と
し
て
『
礼

記
』『
左
伝
』、
中
経
と
し
て
『
毛
詩
』『
周
礼
』『
儀
礼
』、
小
経
と
し
て
『
周
易
』『
尚
書
』
を
修
め
た
。
文
章
に
お
い
て
は
『
文
選
』『
白
氏
文

集
』
が
権
威
で
あ
っ
た
。
貢
擧
の
制
度
と
し
て
は
秀
才
・
明
経
・
進
士
が
あ
り
、
ま
た
釈
奠
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
漢
籍
は
音
読
と
和
音
に

よ
る
所
謂
訓
読
が
始
ま
っ
た
。
奈
良
朝
ま
で
は
呉
音
、
奈
良
朝
の
末
期
に
は
漢
音
に
よ
る
唐
文
化
受
容
に
転
換
す
る
。

鎌
倉
時
代
（
一
一
九
二
─
一
三
三
三
）

平
安
末
期
か
ら
宋
と
の
交
易
が
徐
々
に
盛
ん
に
な
り
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
仏
僧
が
独
占
し
て
宋
と
の
交
渉
を
持
っ
た
。
栄
済
の
臨
済
宗
、
道

元
の
曹
洞
宗
の
持
ち
帰
り
も
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
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宋
と
の
交
流
は
経
典
解
釈
に
も
転
換
を
も
た
ら
し
、
清
原
氏
・
菅
原
氏
・
藤
原
氏
の
貴
族
た
ち
が
秘
説
の
伝
授
に
終
始
し
た
の
に
対
し
、
入
宋

し
た
僧
侶
た
ち
は
い
ち
早
く
宋
学
を
取
り
入
れ
、
仏
教
と
の
関
わ
り
も
手
伝
っ
て
、
宋
学
は
一
層
浸
透
し
て
い
っ
た
。

宋
学
の
新
注
の
研
究
は
後
醍
醐
天
皇
・
花
園
上
皇
の
殿
上
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
後
醍
醐
天
皇
は
ま
た
『
文
選
』
で
は
な
く
『
韓
昌
黎
集
』
を

重
視
、
史
書
に
お
い
て
も
『
史
記
』『
漢
書
』
で
は
な
く
『
資
治
通
鑑
』
を
重
ん
じ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
学
問
が
中
国
に
お
け
る
漢
唐
訓
詁
学
か

ら
宋
明
理
学
に
変
換
し
て
い
く
転
換
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
貴
族
・
仏
僧
と
い
う
一
部
イ
ン
テ
リ
の
独
占
し
て
い
た
中
国
文
化
・
儒
教
文
化
が
新
し
い
展
開
を
み
る
の
が
次
の
江
戸
時
代
で
あ

る
。

二
、
江
戸
時
代
と
儒
教
（
一
六
〇
三
─
一
八
六
八
）

江
戸
時
代
の
初
期
は
、
政
治
理
念
と
し
て
の
儒
教
が
提
唱
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
藤
原
惺
窩
の
教
え
を
継
ぐ
林
羅
山
は
徳
川
家
康
か
ら
三
代
に

わ
た
っ
て
政
策
顧
問
と
な
り
、
儒
教
の
啓
蒙
期
の
学
者
と
し
て
大
き
な
力
を
持
っ
た
。
同
じ
く
江
戸
の
初
期
に
は
中
江
藤
樹
・
熊
沢
蕃
山
と
い
っ

た
陽
明
学
者
、
神
道
を
取
り
入
れ
た
国
体
学
を
提
唱
し
た
山
崎
闇
斎
な
ど
、
程
朱
学
か
ら
の
脱
皮
を
試
み
る
方
向
も
生
ま
れ
る
。
そ
の
中
で
、
伊

藤
仁
斎
こ
そ
、
最
も
注
目
す
べ
き
儒
者
で
あ
る
。
仁
斎
は
朱
子
学
に
対
し
て
批
判
的
態
度
を
と
り
、
解
釈
に
お
け
る
恣
意
性
を
排
し
た
史
学
者
的

批
判
精
神
を
特
徴
と
す
る
。
清
朝
考
証
学
と
も
共
通
す
る
そ
の
古
典
学
は
、
近
代
的
視
点
か
ら
も
評
価
が
高
い
。
仁
斎
に
遅
れ
る
こ
と
四
〇
年
、

江
戸
の
中
期
に
現
わ
れ
た
の
が
荻
生
徂
徠
で
あ
る
。
仁
斎
と
同
じ
く
程
朱
学
を
否
定
し
、
古
文
辞
の
研
究
に
よ
っ
て
復
古
学
を
提
唱
し
た
徂
徠

は
、
唐
音
の
直
読
を
提
唱
す
る
ほ
ど
中
国
語
に
も
優
れ
、
新
し
い
古
典
学
を
展
開
し
た
。『
論
語
徴
』
を
代
表
と
す
る
そ
の
先
進
的
解
釈
学
は
、

劉
宝
楠
の
『
論
語
正
義
』
に
引
用
さ
れ
る
ほ
ど
中
国
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
中
期
は
、「
寛
政
異
学
の
禁
」
と
朱
子
学
に
よ
る
思
想
統
一
の
時
期
で
あ
る
。
寛
政
異
学
の
禁
は
、
幕
府
に
よ
る
思
想
統
制
と
し
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て
批
判
的
な
見
方
が
主
流
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
経
済
力
を
つ
け
始
め
た
民
間
（
商
人
・
町
人
）
や
、
窮
乏
し
た
農
民
の
中
か
ら
は
、
統
治
思
想

と
し
て
の
朱
子
学
以
外
の
思
想
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
政
治
批
判
に
発
展
し
体
制
を
揺
る
が
せ
る
こ
と
も
あ
り
（
陽
明
学
を
学
ん
だ
大
塩
平
八
郎
の

乱
・
農
民
の
一
揆
等
）、
そ
れ
ら
の
封
じ
込
め
の
意
味
を
こ
の
禁
令
が
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
別
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
学

問
の
一
本
化
と
学
問
の
奨
励
と
に
よ
っ
て
、
各
藩
に
お
い
て
は
藩
黌
、
一
般
民
衆
に
お
い
て
は
寺
子
屋
な
ど
に
お
い
て
、
統
治
階
級
と
し
て
の
武

士
の
み
な
ら
ず
、
町
人
・
農
民
に
ま
で
教
育
が
行
き
届
い
た
こ
と
、
そ
の
中
で
朱
子
学
的
修
身
（『
論
語
』
の
学
習
を
通
じ
て
、
忠
孝
を
中
心
と

し
た
道
徳
理
念
や
清
廉
の
思
想
を
身
に
付
け
る
）
意
識
が
深
く
浸
透
し
た
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
精
神
史
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
だ
と
考

え
る
。

江
戸
時
代
の
後
期
に
な
る
と
、
諸
学
派
が
並
立
し
訓
詁
が
成
熟
す
る
。
儒
教
の
持
つ
学
問
的
側
面
は
こ
の
時
期
大
き
な
深
ま
り
を
見
せ
、
徂
徠

や
仁
斎
の
影
響
を
強
く
受
け
た
学
派
が
成
長
す
る
。
幕
藩
体
制
と
強
く
結
び
つ
い
た
統
治
者
層
の
政
治
理
念
と
し
て
の
朱
子
学
、
学
術
の
純
粋
性

を
よ
り
重
視
す
る
古
文
辞
派
、
そ
の
双
方
を
取
り
込
む
折
衷
派
、
こ
の
三
派
の
学
術
思
想
が
江
戸
後
期
の
特
徴
と
な
る
。
ま
た
、
陽
明
学
の
持
つ

実
践
重
視
の
思
想
は
、
尊
王
攘
夷
思
想
と
結
び
付
い
て
日
本
独
特
の
展
開
を
見
せ
る
。　
　
　
　

三
、
近
代
と
儒
教

近
代
は
前
近
代
的
な
も
の
の
否
定
の
上
に
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
文
明
開
化
は
自
由
と
権
利
、
そ
し
て
科
学
技

術
の
導
入
に
代
表
さ
れ
、
中
国
に
お
い
て
も
民
国
初
期
の
新
文
化
運
動
で
は
民
主
と
科
学
が
叫
ば
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
儒
教
的
価
値
は
「
封

建
的
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
否
定
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
人
の
精
神
性
を
深
い
と
こ
ろ
で
支
え
て
き
た
儒

教
、
特
に
朱
子
学
的
志
向
は
、
近
代
に
な
っ
て
も
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
西
洋
近
代
思
想
の
受
容
と
近
代
的
国
家
経
営
と
制
度
形
成
に
お
い

て
強
力
な
地
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
強
調
さ
れ
て
よ
い
。
幕
藩
時
代
か
ら
の
士
族
（
武
士
階
層
）
が
新
し
い
国
体
と
そ
れ
を
支
え
る
理
論
・
理
念
を
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様
々
に
模
索
す
る
中
で
、
或
る
者
は
ド
イ
ツ
的
立
憲
君
主
制
を
め
ざ
し
、
或
る
者
は
イ
ギ
リ
ス
的
議
会
制
政
治
を
掲
げ
、
ま
た
或
る
者
は
天
皇
を

中
心
と
す
る
国
体
確
立
を
主
張
し
た
。
天
皇
制
を
中
核
に
据
え
る
に
は
、
儒
教
の
忠
孝
と
修
身
と
が
有
効
に
働
き
、
民
族
意
識
の
強
調
の
為
に
は

「
国
学
（
日
本
の
国
学
）」
が
重
要
で
あ
り
、
議
会
制
・
立
憲
政
治
の
確
立
に
は
洋
学
（
西
洋
の
学
問
）
の
自
由
・
民
権
・
平
等
思
想
が
前
提
と
な

る
。
日
本
の
近
代
は
儒
教
と
国
学
と
洋
学
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
時
期
で
あ
り
、
し
か
し
そ
の
い
ず
れ
も
が
漢
学
的
教
養
を
背
景
に
持
っ
て
い
た
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。

「
漢
学
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
古
典
へ
の
造
詣
は
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
い
た
る
ま
で
、
知
識
人
の
基
礎
教
養
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
修
身
」
と

「
忠
孝
」
と
は
近
代
の
社
会
倫
理
に
お
い
て
も
確
固
と
し
た
価
値
と
し
て
存
在
し
続
け
た
（
そ
れ
は
昭
和
に
お
い
て
も
然
り
。
ま
た
あ
る
い
は
現

代
に
お
い
て
も
多
少
薄
れ
つ
つ
も
続
い
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
）。
日
本
の
近
代
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
い
た
の
は
、
幕
末
明
治
の
志
士

た
ち
が
、
一
様
に
高
い
教
養
と
精
神
性
を
、
漢
学
に
よ
っ
て
身
に
付
け
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。

四
、
現
代
の
漢
学
・
儒
教

そ
の
漢
学
、
中
で
も
儒
教
の
存
在
は
、
新
し
い
教
育
制
度
の
確
立
と
と
も
に
学
問
の
一
分
野
に
収
斂
さ
れ
て
い
き
、
あ
る
い
は
中
国
学
と
し
て

歴
史
・
文
学
・
思
想
研
究
の
対
象
と
な
り
、
あ
る
い
は
哲
学
・
倫
理
学
と
し
て
、
あ
る
い
は
社
会
思
想
史
と
し
て
、
様
々
な
視
角
か
ら
捉
え
な
お

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
言
え
ば
、
半
世
紀
前
の
日
本
の
学
術
分
類
に
お
い
て
中
国
学
は
、
中
国
文
学
・
中
国
哲
学
が
相
関
的
に
と
ら
え
ら
れ
て

い
た
が
、
現
在
の
学
術
分
類
で
は
、
中
国
哲
学
は
哲
学
の
分
野
に
、
中
国
文
学
は
各
国
文
学
の
更
に
支
部
、
か
な
り
細
部
の
学
術
領
域
に
な
っ
て

し
ま
い
、
研
究
人
口
も
激
減
、
大
学
に
お
け
る
「
中
国
文
学
科
」
の
存
在
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
中
国
哲
学
、
或
い
は
東
洋

史
の
一
分
野
で
あ
る
中
国
歴
史
学
も
ま
た
同
様
で
あ
り
、
中
国
学
全
般
は
い
ま
や
存
亡
の
危
機
に
あ
る
。
斯
く
ま
で
も
日
本
人
の
精
神
性
の
中
核
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に
あ
っ
た
漢
学
・
あ
る
い
は
儒
教
の
存
在
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
憂
う
る
我
々
中
国
学
研
究
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
ず

斯
学
の
宣
揚
に
努
め
て
い
る
。
本
学
に
お
け
る
日
本
漢
文
学
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
し
て
本
誌
『
日
本
漢
文
学
研
究
』

の
発
刊
も
ま
た
そ
の
一
環
で
あ
る
。

た
だ
、
学
問
と
し
て
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
漢
学
・
儒
教
は
、
し
か
し
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
深
い
と
こ
ろ
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ
な
り
の
社
会

的
教
育
を
受
け
た
日
本
人
で
あ
れ
ば
だ
れ
も
が
持
つ
一
種
の
潔
癖
と
し
て
、
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
最
後
に
述
べ
る
。

五
、
儒
教
の
持
つ
多
面
性
と
そ
の
日
本
的
展
開

一
口
に
儒
教
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
多
様
な
側
面
を
持
つ
。
ま
ず
古
典
中
国
に
お
い
て
そ
れ
は
、
天
の
思
想
を
背
景
と
す
る
王
朝
統
治
理
論
と

し
て
存
在
価
値
を
高
め
た
。
ま
た
、
宋
学
（
朱
子
学
）
に
お
い
て
は
精
神
・
人
格
の
陶
冶
と
倫
理
道
徳
観
の
提
示
と
い
う
展
開
を
持
つ
。
国
家
思

想
か
ら
個
人
の
精
神
論
へ
変
化
し
た
の
が
宋
学
の
最
大
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
儒
教
は
理
念
の
追
求
と
い
う
学
問
と
、
そ
の
継
承
の
為
の
教

育
を
重
ん
じ
る
。
儒
者
は
自
身
の
儒
教
の
実
践
と
同
時
に
、
そ
れ
を
伝
え
教
え
る
こ
と
に
大
き
な
情
熱
を
注
ぐ
。
ま
た
、
儒
教
の
持
つ
も
う
一
つ

の
側
面
と
し
て
、
感
性
の
練
磨
が
あ
る
。
正
邪
を
見
分
け
る
正
し
い
鑑
識
眼
・
品
隲
眼
の
養
成
、
礼
楽
の
実
践
に
必
要
な
、
自
ら
の
表
現
と
し
て

の
詩
文
の
創
作
は
、
儒
者
の
教
養
と
し
て
貴
ば
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
儒
教
の
も
つ
多
様
な
側
面
の
中
の
幾
つ
か
の
要
素
を
、
極
度
に
純
化
し
た
形
で
示
す
二
つ
の
例
を
次
に
挙
げ
て
み
た
い
。
一
つ
は

池
田
光
政
の
閑
谷
学
校
、
い
ま
一
つ
は
亀
井
南
冥
の
『
論
語
語
由
』
で
あ
る
。

㈠
　
池
田
光
政
と
閑
谷
学
校

昨
年
三
月
、
岡
山
県
興
譲
館
高
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
近
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
漢
学
の
展
開
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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ム
の
終
了
後
、
関
連
す
る
史
跡
探
索
と
し
て
閑
谷
学
校
を
訪
れ
た
。
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
と
長
年
思
っ
て
い
た
閑
谷
学
校
は
、
予
想
通
り
森
閑

と
し
た
山
懐
に
抱
か
れ
て
、
荘
厳
な
空
気
を
凝
縮
し
た
空
間
に
静
か
に
佇
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
正
し
く
閑し

ず

か
な
谷
の
学
校
で
あ
っ
た
。

閑
谷
学
校
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
岡
山
藩
主
の
池
田
光
政
が
創
設
し
た
学
校
で
あ
る（

２
）。

光
政
は
藩
士
の
為
に
岡
山
藩
学
校
を
設
け
た
ほ
か
、

領
民
の
為
に
藩
領
の
諸
郡
に
一
二
三
か
所
の
手
習
所
を
作
っ
た
。
教
育
に
熱
心
な
領
主
で
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
理
想
と
現
実
は
齟
齬
を
来
た

し
、
飢
饉
や
財
政
の
逼
迫
に
よ
り
学
校
経
営
は
破
綻
し
た
。
光
政
は
し
か
し
こ
の
閑
谷
学
校
を
あ
く
ま
で
も
守
り
抜
き
、
後
に
孔
子
廟
を
並
置

し
、
死
後
は
自
身
の
廟
を
「
芳
烈
祠
」
と
し
て
併
設
し
、
あ
る
種
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
そ
の
存
在
を
現
在
に
至
ら
し
め
た
。

池
田
光
政
は
江
戸
初
期
の
三
名
君
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
三
名
君
と
は
、
水
戸
藩
主
の
徳
川
光
圀
・
会
津
藩
主
の
保
科
正
行
、
そ
し
て
岡
山

藩
主
の
池
田
光
政
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
が
儒
教
の
理
想
で
あ
る
封
建
を
体
制
と
し
て
定
着
さ
せ
る
べ
く
、
そ
の
統
治
を
展
開
し
始
め
た
極
め
て
初

期
の
段
階
で
、
儒
教
的
理
念
を
そ
の
封
地
（
藩
）
に
お
い
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
藩
主
た
ち
で
あ
る
。
武
力
統
治
か
ら
徳
治
へ
と
い
う
政
治
転
換

の
中
で
、
儒
教
に
よ
る
領
民
の
教
化
を
目
指
し
た
光
政
の
理
想
は
高
か
っ
た
が
、
し
か
し
現
実
的
に
は
そ
れ
は
高
す
ぎ
る
理
想
で
あ
っ
た
。
領
民

の
み
な
ら
ず
、
家
臣
で
す
ら
光
政
の
教
育
へ
の
意
志
、
閑
谷
学
校
の
意
義
を
理
解
す
る
者
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
閑
谷
学
校
は
、
庶
民
教

育
の
為
の
学
校
と
い
う
よ
り
は
、
光
政
の
儒
教
理
念
実
践
の
象
徴
と
し
て
存
在
す
る
。

閑
谷
学
校
に
具
現
さ
れ
た
も
の
、
そ
こ
に
は
ま
ず
宗
教
性
が
あ
る
。
聖
廟
に
は
大
成
殿
・
東
階
・
西
階
・
中
庭
・
外
門
・
文
庫
・
厨
屋
が
あ

り
、
大
成
殿
に
は
中
央
の
朱
塗
り
の
厨
子
の
中
に
黄
金
の
孔
子
像
が
祭
ら
れ
、
春
秋
に
釈
菜
（
犠
牲
で
は
な
く
菜
を
備
え
る
釈
奠
の
簡
略
形
）
が

行
わ
れ
る
。
孔
子
像
は
当
時
の
儒
者
の
入
念
な
考
証
に
基
づ
い
て
鋳
造
さ
れ
た
。
因
み
に
、
同
時
期
に
明
国
か
ら
日
本
に
亡
命
し
た
朱
舜
水
は
、

三
体
の
孔
子
像
を
日
本
に
将
来
し
た（

３
）。

朱
舜
水
は
水
戸
の
徳
川
光
圀
の
顧
問
的
存
在
と
し
て
、
江
戸
初
期
の
日
本
の
儒
教
受
容
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た（

４
）。

孔
子
像
と
文
廟
と
い
う
儒
教
の
持
つ
宗
教
性
が
、
朱
子
学
が
統
治
思
想
と
し
て
貴
ば
れ
る
寛
政
以
前
に
あ
っ
て
は
重
要
な
要
素
と
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

次
に
、
儒
教
が
理
想
と
し
た
周
代
の
制
度
の
忠
実
な
再
現
が
あ
る
。
学
校
は
鶴
鳴
門
を
正
面
と
し
て
石
塀
で
囲
ま
れ
、
一
つ
の
異
境
を
形
成
す
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る
。
鶴
鳴
門
の
外
に
は
泮
池
と
呼
ば
れ
る
池
が
あ
る
。「
泮
」
と
は
「
泮
宮
」、
す
な
わ
ち
諸
侯
の
学
校
を
意
味
す
る
。
天
子
の
大
学
は
辟
廱
、
諸

侯
の
学
宮
は
泮
宮
（『
詩
経
』
魯
頌
「
泮
水
」
の
毛
伝
・
鄭
箋
お
よ
び
『
白
虎
通
』）
と
い
う
周
代
の
制
度
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
光
政
は
、
井
田
の
法
を
実
践
し
た
。
周
代
の
法
を
模
し
て
、
公
私
の
田
を
分
け
て
盧
舎
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
は
海
浜
に
あ
っ
た
井
田

を
宝
永
七
年
に
閑
谷
学
校
の
学
校
田
に
加
え
た
の
は
、
や
は
り
こ
の
地
が
儒
教
理
念
の
実
践
の
中
心
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
封
建
」・

「
井
田
」・「
大
学
」
と
い
う
儒
教
が
理
想
と
し
た
周
代
の
制
度
（
そ
れ
は
中
国
に
お
い
て
実
践
し
よ
う
と
し
て
実
践
で
き
な
か
っ
た
制
度
な
の
だ

が
）
を
、
光
政
は
封
建
さ
れ
た
岡
山
で
、
諸
侯
（
藩
主
）
と
し
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

文
廟
・
芳
烈
祠
に
見
守
ら
れ
る
形
で
、
学
校
の
中
心
に
あ
る
講
堂
は
、
入
母
屋
造
り
の
壮
観
な
建
物
で
あ
る
。
儒
教
の
精
神
性
と
日
本
的
美
意

識
と
が
融
合
し
た
非
常
に
格
調
高
く
ま
た
美
し
い
建
物
で
あ
る
。
十
数
メ
ー
ト
ル
四
方
の
講
堂
に
は
「
克
明
徳
」
と
書
か
れ
た
額
、
朱
子
の
「
朱

文
公
学
規
」、
池
田
綱
政
の
書
名
の
あ
る
「
定
（
就
学
規
則
）」
の
他
、
何
の
装
飾
も
な
い
。
こ
こ
で
は
月
は
じ
め
の
朱
子
「
白
鹿
洞
掲
示
」
の
講

釈
か
ら
は
じ
ま
り
、『
孝
経
』『
小
学
』『
四
書
』『
五
経
』、
そ
し
て
『
左
伝
』『
国
語
』『
史
記
』『
漢
書
』
と
素
読
を
進
め
、「
専
ら
孝
悌
忠
信
の

道
を
着
実
に
講
究
致
さ
せ
、
実
行
を
本
と
し
て
、
俊
秀
の
も
の
は
其
の
余
力
を
以
て
博
文
に
導
き
、
詩
章
に
も
及
ぼ
さ
し
む
」
と
い
う
課
業
が
定

め
ら
れ
て
い
た
。

講
堂
の
後
ろ
に
は
学
房
と
い
う
寄
宿
舎
が
あ
り
、
ま
た
初
期
に
は
学
校
領
（
田
地
・
山
林
）
を
設
置
し
て
収
入
の
確
保
を
図
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
閑
谷
学
校
は
、
池
田
光
政
の
高
い
理
想
か
ら
生
ま
れ
た
、
一
つ
の
儒
教
理
念
の
実
践
で
あ
っ
た
。
理
念
の
実
践
は
実
際
の
経
営
と

は
次
元
が
異
な
る
行
為
で
あ
る
。
町
か
ら
遠
く
離
れ
た
交
通
の
不
便
な
山
奥
の
学
校
は（

５
）、

現
実
的
な
経
営
と
し
て
は
決
し
て
成
功
し
た
と
は
言
え

な
い
。
し
か
し
こ
の
特
別
な
空
間
の
醸
し
出
す
荘
厳
な
雰
囲
気
に
触
れ
た
者
は
誰
で
も
、
純
化
さ
れ
た
精
神
性
の
持
つ
形
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
経
営
的
に
破
綻
し
て
い
た
こ
の
学
校
が
、
時
々
に
復
興
さ
れ
、
儒
者
や
文
人
の
憧
憬
と
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
存
続
し
続
け
た

こ
と
、
そ
れ
は
理
念
は
現
実
と
は
異
質
の
次
元
で
価
値
を
持
つ
こ
と
を
我
々
に
教
え
る
。
儒
教
の
、
理
念
と
し
て
の
存
在
の
意
味
を
、
閑
谷
学
校

は
見
事
に
具
現
し
て
い
る
の
だ
。
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㈡
　『
論
語
』
解
釈
と
漢
詩
文

　

光
政
の
閑
谷
学
校
が
儒
教
理
念
の
日
本
的
展
開
だ
と
す
れ
ば
、
江
戸
期
の
『
論
語
』
の
解
釈
に
は
別
の
日
本
的
展
開
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
前
近
代
的
学
術
性
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
独
自
の
古
典
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　

仁
斎
と
徂
徠
の
学
問
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
が
、
彼
ら
の
特
徴
は
ま
ず
一
つ
目
に
朱
子
学
的
（
精
神
論
的
）
解
釈
及
び
仏
教
的
（
唯
心
論

的
）
解
釈
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
二
つ
目
に
古
典
本
来
の
意
味
を
問
お
う
と
す
る
態
度
が
あ
る
。
さ
ら
に
優
れ
た
言
語
感
覚
も

そ
の
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
仁
斎
は
古
義
派
、
徂
徠
は
古
文
辞
派
と
呼
ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
一
様
に
古
典
解
釈
に
実
証
性
を
求
め
た
。

　

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
年
）
福
岡
藩
に
生
ま
れ
た
亀
井
南
冥
も
ま
た
、『
論
語
』
の
解
釈
に
実
証
性
を
求
め
た
。
彼
の
著
書
『
論
語
語
由
』
の

特
徴
は
、
そ
の
書
名
が
示
す
通
り
で
あ
る
。『
論
語
』
を
語
り
の
場
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
見
て
、
そ
の
背
景
を
重
視
す
る
解
釈
、
つ
ま
り
「
語
」

の
「
由
来
」
を
述
べ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

「
語
」
の
生
ま
れ
た
「
場
」
の
再
現
の
為
に
必
要
な
の
は
、
古
代
言
語
の
正
し
い
理
解
と
と
も
に
、
文
脈
の
正
し
い
把
握
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が

ど
う
い
う
状
況
に
お
け
る
発
言
な
の
か
、
重
い
の
か
軽
い
の
か
、
冗
談
な
の
か
真
面
目
な
の
か
を
、
文
の
流
れ
か
ら
読
み
取
る
。
そ
の
た
め
に
必

要
な
の
は
優
れ
た
言
語
感
覚
、
感
性
の
鋭
敏
さ
で
あ
る
。

該
書
の
凡
例
の
中
か
ら
、
場
面
に
よ
っ
て
発
言
の
在
り
様
が
変
化
す
る
こ
と
を
示
し
た
部
分
を
引
く
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

專
語
古
而
意
在
傷
時
者　
　

古
の
事
を
語
り
な
が
ら
現
在
を
批
判
す
る
も
の

全
語
今
而
意
在
慕
古
者　
　

今
を
語
り
な
が
ら
古
へ
の
懐
古
が
主
旨
で
あ
る
も
の

語
意
似
深
而
實
淺
者　
　

深
い
事
を
語
っ
て
い
る
よ
う
で
実
は
卑
近
な
事
を
言
っ
て
い
る
も
の

語
氣
輕
淡
而
意
至
重
者　
　

軽
い
語
り
口
だ
け
れ
ど
も
内
容
は
至
っ
て
重
い
も
の

陽
語
甲
而
陰
戒
乙
者　
　

表
向
き
は
甲
を
語
り
つ
つ
、
暗
に
乙
を
戒
め
て
い
る
も
の
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語
在
於
此
而
意
隠
於
彼
者　
　

表
面
上
の
言
葉
の
裏
に
別
の
真
意
が
隠
れ
て
い
る
も
の

遜
言
而
寓
敎
者　
　

謙
遜
の
言
葉
の
中
に
教
え
を
寓
し
て
い
る
も
の

明
言
以
示
實
者　
　

は
っ
き
り
と
具
体
的
に
示
す
も
の

冷
語
似
戲
者　
　

冗
談
、
か
ら
か
い
、
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア

託
言
不
露
正
意
者　
　

喩
え
に
よ
っ
て
語
り
真
相
を
明
示
し
な
い
も
の

『
論
語
語
由
』
に
は
、
経
書
を
主
観
的
に
自
説
に
取
り
込
む
恣
意
性
を
排
し
た
、
実
証
的
「
読
み
」
を
重
視
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。
朱
子
学

的
精
神
論
の
純
粋
な
信
奉
か
ら
、
儒
教
の
客
観
的
実
証
へ
と
学
問
が
変
化
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
実
証
的
と
は
い
っ
て
も
、
孔
子
に
対
す
る
尊

崇
は
あ
く
ま
で
も
揺
る
が
ず
、
ま
た
「
忠
孝
」
と
い
う
価
値
観
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
儒
教
倫
理
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
解
釈
に

合
理
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
態
度
、
そ
れ
は
前
近
代
と
近
代
（
合
理
と
非
合
理
・
西
欧
的
価
値
と
東
ア
ジ
ア
的
価
値
）
の
同
居
と
も
言
え
る
独
特

の
経
書
解
釈
で
あ
る
。

ま
た
、
仁
斎
・
徂
徠
・
南
冥
は
と
も
に
学
問
の
実
効
性
を
重
視
す
る
。
机
上
の
空
論
よ
り
も
、
実
際
の
生
活
に
生
き
て
働
く
思
想
を
重
視
し
た

の
だ
。
こ
れ
は
仁
斎
が
市
井
の
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
南
冥
が
儒
医
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
連
し
よ
う
。
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
患
者
を
目
の
前
に

し
て
、
実
効
性
よ
り
も
理
念
を
重
ん
じ
る
医
者
は
い
な
い
か
ら
だ
。
統
治
政
策
と
は
距
離
を
お
い
た
市
井
の
学
問
の
中
に
、
近
代
性
が
芽
生
え
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ま
た
、
江
戸
期
を
通
し
て
、
儒
者
の
評
判
を
高
め
た
の
は
詩
文
の
才
能
で
あ
っ
た
。
優
れ
た
詩
、
優
れ
た
文
を
書
け
る
人
材
は
、
ま
ず
何
を
お

い
て
も
尊
敬
さ
れ
た
。
人
格
破
綻
者
的
要
素
の
強
か
っ
た
頼
山
陽
が
然
り
、
そ
し
て
南
冥
の
文
名
を
全
国
に
轟
か
せ
た
の
が
、
朝
鮮
通
信
使
を
前

に
披
露
し
た
漢
詩
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。「
文
」
を
尊
重
し
、
優
れ
た
文
才
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
発
想
と
感
性
の
重
視
を
前
面

に
出
す
江
戸
期
の
学
問
と
も
共
通
す
る
。
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そ
し
て
江
戸
期
は
武
士
の
時
代
で
あ
っ
た
が
故
に
、
清
貧
が
強
く
志
向
さ
れ
た
。
衣
食
住
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
質
素
で
あ
る
こ
と
、
倹
約
で
あ

る
こ
と
が
大
き
な
美
徳
と
さ
れ
た
。
清
貧
は
漢
代
儒
学
や
宋
学
的
精
神
論
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
物
質
的
価
値
の
享
受
よ
り
精
神
性
を
重
視
す

る
傾
向
は
、
近
年
ま
で
続
く
日
本
人
の
生
活
感
情
と
し
て
確
実
に
存
在
す
る
。
経
済
ば
か
り
が
強
く
叫
ば
れ
る
昨
今
の
状
況
に
、
違
和
感
を
持
っ

て
い
る
の
は
筆
者
ひ
と
り
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
期
の
学
問
に
は
儒
教
的
理
念
の
最
高
に
純
化
さ
れ
た
形
が
間
々
垣
間
見
ら
れ
る
の
だ
。

六
、
お
わ
り
に

明
治
維
新
か
ら
一
〇
〇
年
が
過
ぎ
、
近
代
文
明
も
ま
た
相
対
化
さ
れ
よ
う
と
す
る
昨
今
の
日
本
に
お
い
て
、
し
か
し
反
対
に
前
近
代
的
、
言
い

換
え
る
と
朱
子
学
的
価
値
観
が
、
日
本
人
の
精
神
性
の
中
に
は
濃
厚
に
残
存
し
続
け
て
い
る
。
最
後
に
、
日
本
人
の
感
性
の
中
に
残
る
儒
教
の
価

値
観
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

例
え
ば
我
々
日
本
人
は
、
電
車
の
中
で
化
粧
を
す
る
女
性
に
対
し
て
、
説
明
し
が
た
い
不
快
感
を
覚
え
る
。
電
車
の
中
で
化
粧
を
し
て
も
、
別

に
周
り
に
被
害
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
朝
の
忙
し
い
女
性
に
と
っ
て
通
勤
中
に
電
車
で
化
粧
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
自
宅
で
す
る
よ
り
も
時
間

の
節
約
に
な
る
。
合
理
的
に
考
え
れ
ば
何
の
不
都
合
も
な
い
そ
の
行
為
に
対
し
て
、
多
く
の
大
人
は
不
快
感
を
持
つ
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
は
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
と
い
う
家
の
中
で
す
る
べ
き
所
作
を
公
共
の
場
に
持
ち
込
む
と
い
う
、
礼
儀
に
反
す
る
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。
礼
儀

作
法
と
い
う
洗
練
さ
れ
た
文
明
の
形
に
対
し
て
、
日
本
人
は
感
性
的
な
美
意
識
を
体
得
し
て
い
る
の
だ
。「
み
っ
と
も
な
い
」「
だ
ら
し
な
い
」

「
は
し
た
な
い
」
と
い
う
語
彙
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
人
特
有
の
感
性
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
人
は
時
間
や
注
意
書
き
は
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
感
覚
的
に
あ
る
い
は
潔
癖
症
の
よ
う
に
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
礼
儀
作
法
は
理
屈
抜
き
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
覚
が
徹
底
的
に
染
み
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
朱
子
学
が
、
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「
礼
」
と
い
う
規
範
の
遵
守
と
い
う
形
で
一
般
民
衆
の
生
活
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
生
き
続
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
こ
の

二
つ
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
近
代
、
そ
し
て
現
代
の
日
本
人
の
精
神
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
中
・
後
期
の
学
問
、

朱
子
学
の
徹
底
的
な
浸
透
と
い
う
も
の
を
理
解
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
は
西
洋
近
代
の
「
合
理
」
あ
る
い
は
「
理
性
」
と
い
う
観
念
と

は
異
質
の
、
儒
教
的
感
性
な
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

日
本
に
お
け
る
儒
教
は
、
始
め
は
教
養
人
の
、
あ
る
い
は
貴
族
・
官
僚
層
と
い
う
支
配
者
側
の
教
養
で
あ
り
理
念
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
の
中
・

後
期
に
至
る
と
、
一
般
民
衆
に
ま
で
浸
透
し
、
修
身
・
斉
家
と
い
う
理
念
だ
け
で
な
く
、
規
範
の
遵
守
や
清
貧
の
尊
重
と
い
う
生
活
感
覚
に
ま
で

ひ
ろ
く
日
本
的
感
性
を
養
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
儒
教
の
ア
ジ
ア
的
展
開
の
一
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
思
う
。

注（
１
）　

本
章
は
主
に
倉
石
武
四
郎
講
義
『
本
邦
に
お
け
る
支
那
学
の
発
展
』（
汲
古
書
院　

二
〇
〇
七
年
）
に
基
づ
い
て
叙
述
す
る
。

（
２
）　

閑
谷
学
校
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
備
前
市
発
行
の
『「
学
び
の
原
郷　

閑
谷
学
校
」
報
告
書
』（
備
前
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
編
集　

平
成
二
十
七

年
）
が
あ
る
。

（
３
）　

朱
舜
水
と
三
体
の
孔
子
像
に
つ
い
て
は
、
銭
明
「
朱
舜
水
の
主
動
的
在
地
化
と
受
動
的
日
本
化
─
日
本
に
お
け
る
朱
舜
水
の
遺
物
・
遺
像
か
ら
─
」（
ぺ
り
か

ん
社
『
日
本
思
想
史
』
八
一　

二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
４
）　

朱
舜
水
と
水
戸
光
圀
の
学
問
・
思
想
に
つ
い
て
は
、
徐
興
慶
「「
西
山
隠
士
」
七
十
年
の
歳
月
─
徳
川
光
圀
の
学
問
・
思
想
形
成
お
よ
び
そ
の
文
化
遺
産
─
」

（
ぺ
り
か
ん
社
『
日
本
思
想
史
』
八
一　

二
〇
一
四
年
）
等
に
詳
し
い
。

（
５
）　

閑
谷
学
校
が
池
田
家
の
墓
陵
と
城
内
の
中
間
地
点
に
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。




